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界
で
も
政
治
家
の
数
だ
け
最
優
先
課
題
・

最
重
要
事
項
が
あ
る
と
言
え
る
の
か
も
知

れ
な
い
。
所
変
わ
れ
ば
、
人
が
替
わ
れ
ば

「
一
丁
目
一
番
地
」
ば
か
り
で
、
ど
の
「
一

丁
目
一
番
地
」
を
最
優
先
に
着
手
す
る
の

か
？
国
家
と
し
て
の
適
時
的
確
な
優
先
順

位
を
付
け
き
れ
て
い
な
い
の
が
今
の
日
本

の
政
治
実
態
な
の
で
は
と
い
う
気
が
す

る
。 「

日
本
を
護
り
ぬ
く
」
と
い
う
大
命
題

に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
「
一
丁

目
一
番
地
」
が
異
な
り
、
戦
後
の
『
Ｗ
Ｇ

Ｉ
Ｐ
「
ウ
ォ
ー
・
ギ
ル
ト
・
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
戦
争
に
つ
い

て
の
罪
悪
感
を
日
本
人
の
心
に
植
え
付
け

る
た
め
の
宣
伝
計
画
）』
の
呪
縛
か
ら
逃
れ

ら
れ
な
い
組
織
・
人
々
と
本
来
の
日
本
の

歴
史
観
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
組
織
・

人
々
の
間
で
は
当
然
正
反
対
の
「
一
丁
目

一
番
地
」
と
な
り
、
国
の
根
幹
た
る
憲
法

の
内
容
や
国
軍
の
保
持
に
あ
っ
て
で
も
さ

え
然
り
で
あ
る
。 

 
実
際
、
日
本
の
政
治
リ
ー
ダ
ー
の
有
り

様
が
心
配
で
仕
方
が
な
い
（
安
倍
政
権
以

降
も
頼
り
に
し
た
い
方
々
は
い
る
の
だ

が
、
ふ
さ
わ
し
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
得
て
い

る
か
ど
う
か
は
疑
問
が
あ
る
…
）。
明
治
期

に
遭
遇
し
た
帝
国
主
義
時
代
の
日
本
の
危

機
感
と
現
在
の
危
機
状
況
は
本
質
的
に
同

じ
だ
と
感
じ
て
お
り
、
軍
事
力
（
相
手
へ

の
打
撃
力
）
の
優
劣
で
力
関
係
が
変
化
す

る
こ
と
に
も
変
わ
り
は
な
い
と
思
う
の
だ

が
、
手
枷
足
枷
に
呪
縛
を
加
え
た
戦
後
日

本
の
方
が
よ
り
悪
い
状
況
に
あ
る
と
認
識

し
た
方
が
私
は
良
い
と
考
え
る
。 

 

大
雑
把
な
言
い
方
に
な
る
が
…
、
国
家

体
制
こ
そ
違
え
て
も
各
々
の
「
一
丁
目
一

番
地
」
が
あ
る
中
、
国
家
と
し
て
の
優
先

を
選
択
し
、
資
金
及
び
人
的
・
技
術
的
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ソ
ー
ス
を
集
中
さ
せ
る
の
は
政
治
（
国
政
）

の
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
で
あ
る
。
国
家
間
で

の
主
権
や
安
全
保
障
に
係
る
こ
と
に
対
し

て
は
諸
外
国
と
も
国
益
の
為
に
全
力
を
挙

げ
て
臨
ん
で
来
る
の
は
明
白
で
あ
り
、
特

に
国
防
政
策
・
安
全
保
障
に
つ
い
て
は
自

国
の
リ
ソ
ー
ス
を
リ
ー
ダ
ー
が
最
大
投
入

す
る
の
は
当
然
な
の
で
あ
る
。 

奇
し
く
も
プ
ー
チ
ン
が
「
核
を
も
含
め

た
力
に
よ
る
現
状
変
更
を
真
正
面
か
ら
行

う
」
と
い
う
時
代
の
幕
を
開
け
て
し
ま
っ

た
。
時
代
が
変
化
し
た
の
で
あ
る
、
前
例

主
義
の
官
僚
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
な
い
。
つ

ま
り
こ
れ
か
ら
は
国
家
体
制
の
如
何
を
問

わ
ず
、
変
化
に
対
応
で
き
る
政
治
リ
ー
ダ

ー
の
力
量
次
第
で
行
く
末
が
決
ま
る
動
的

な
時
代
に
突
入
し
た
と
見
る
べ
き
な
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。 

ド
イ
ツ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
仕
掛
け

た
ロ
シ
ア
を
念
頭
に
時
代
の
変
化
に
対
応

す
べ
く
防
衛
費
の
拡
大
を
す
か
さ
ず
決
意

し
た
が
、
果
た
し
て
日
本
は
ど
う
舵
を
切

る
の
で
あ
ろ
う
か
？ 

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
由
主
義
陣
営
の

日
本
は
、
力
を
信
奉
す
る
「
習
近
平
率
い

る
中
国
共
産
党
、
プ
ー
チ
ン
の
ロ
シ
ア
、

金
正
恩
の
朝
鮮
…
」
の
３
正
面
に
脅
威
を

抱
え
て
い
る
に
も
係
わ
ら
ず
政
治
決
断
が

遅
く
、
表
現
が
鈍
い
。
つ
ま
り
日
本
の
打

撃
力
向
上
と
継
戦
能
力
の
強
化
実
現
に
よ

る
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
向
上
が
日
本
の
み

な
ら
ず
、
“
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太

平
洋
”
に
お
け
る
安
全
保
障
の
環
境
構
築

に
と
っ
て
も
急
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

多
く
の
政
治
家
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の

で
は
と
不
安
に
な
る
（
む
し
ろ
中･

朝･

露

に
味
方
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
念

が
生
じ
て
し
ま
う
…
）。
言
い
換
え
れ
ば
変

化
に
対
応
す
る
こ
と
を
放
置
し
、
中
国
と 

の
軍
事
力
の
差
を
今
以
上
に
拡
大
さ
せ
る

と
「
実
力
行
使
を
誘
発
し
て
戦
闘
行
為
に

至
る
リ
ス
ク
を
高
く
す
る
」
と
い
う
こ
と

が
広
く
政
界
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

に
苛
立
つ
の
で
あ
る
。 

 

孫
子
の
兵
法
を
現
代
に
適
応
さ
せ
て
い

る
中
国
で
は
、
ま
ず
は
「
百
戦
百
勝
は
善

の
善
な
る
も
の
に
非
ず
。
戦
わ
ず
し
て
人

の
兵
を
屈
す
る
は
善
の
善
な
る
も
の
な

り
」
な
の
で
あ
る
、
戦
わ
ず
し
て
勝
つ
の

が
最
良
な
の
で
あ
り
、
微
笑
み
の
衣
の
下

に
は
刃
な
の
で
あ
る
。
「
…
戦
力
が
五
倍

に
開
い
た
ら
中
国
は
実
力
行
使
に
出
ま

す
、
そ
こ
ま
で
差
を
広
げ
さ
せ
な
い
こ
と

が
大
事
で
す
。
今
取
り
掛
か
ら
な
い
と
日

本
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
…(

某
Ｔ
Ｖ
番
組

に
て
、
村
井
友
秀 

防
衛
大
学
校
国
際
関
係

学
科
教
授)

」
こ
の
コ
メ
ン
ト
が
日
本
国
と

し
て
の
「
一
丁
目
一
番
地
」
を
端
的
に
表

し
て
い
る
と
私
は
思
う
。
つ
ま
り
、
軍
事

力
バ
ラ
ン
ス
を
引
き
離
さ
れ
な
い
努
力
と

こ
れ
を
実
現
す
る
予
算
投
入
が
「
一
丁
目

一
番
地
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
最
優
先
と

し
な
け
れ
ば
、
領
土･

領
空･

領
海
を
筆
頭

と
す
る
主
権
及
び
国
益
の
大
損
失
に
繋
が

り
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

 

あ
る
芝
居
の
舞
台
上
で
修
羅
場
に
た
ど

り
着
い
た
者
に
、「
よ
く
来
た
な
…
、
こ
こ

は
二
丁
目
の
な
い
と
こ
ろ
だ
…
」
と
い
う

セ
リ
フ
が
あ
る
、
つ
ま
り
は
も
う
後
が
な

い
地
獄
に
来
た
の
だ
…
と
い
う
意
味
で
あ

る
。 

 

ど
う
か
日
本
国
を
「
地
獄
の
一
丁
目
」

だ
け
に
は
導
か
な
い
で
頂
き
た
い
。
「
一

丁
目
一
番
地
」
に
着
手
し
、
二
番
地
～
三

番
地
、
二
丁
目
～
三
丁
目
と
進
ん
で
行
き
、

政
治
を
司
る
方
々
に
は
日
本
を
護
る
為
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
頂
き
た

い
、
危
機
に
際
し
「
巧
遅
は
拙
速
に
如
か 

 

 

「
一
丁
目
一
番
地
」
を
問
う 

特
別
会
員 

井
岡 

成
吉 

“
一
丁
目 

一
番
地 

” 

こ
の
表
現
、
何
か
と
聞
い
た
記
憶
が
あ

る
…
。
政
治
家
が
語
る
な
ん
と
な
く
わ
か

っ
た
よ
う
な
気
に
な
る
印
象
的
な
言
葉
で

あ
っ
た
と
の
記
憶
で
あ
る
。
試
し
に
ネ
ッ

ト
で｢

一
丁
目
一
番
地｣

と
検
索
し
て
み
る

と｢
最
優
先
課
題
や
最
重
要
事
項
と
い
っ

た
意
味
の
政
治
用
語｣

で
あ
る
と
の
結
果

が
見
て
取
れ
た
。 

も
と
も
と
は
政
治
の
世
界
で
使
わ
れ
始

め
た
表
現
で
最
重
要
事
項･

最
重
要
施
策

の
喩
え
で
あ
り
、
加
え
て
前
提
や
基
本

的
・
精
神
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
含
ま
れ
て

い
て
た
い
へ
ん
便
利
な
永
田
町
世
界
の
俗

語
が
そ
の
源
で
あ
る
と
の
こ
と
。
１
９
８

０
年
代
頃
に
登
場
し
、
そ
の
後
の
橋
本
内

閣
の
梶
山
官
房
長
官
が
行
政
改
革
で
使
い

始
め
、
小
泉
総
理
や
鳩
山
総
理
の
頃
に
も

便
利
に
用
い
ら
れ
て
政
治
の
世
界
で
浸

透
・
定
着
し
た
と
さ
れ
、
や
が
て
一
般
人

が
使
用
し
て
も
概
ね
理
解
さ
れ
や
す
い
表

現
と
な
る
に
至
っ
た
そ
う
で
あ
る
。 

確
か
に
演
説
や
答
弁
な
ど
で
「
〇
〇
は
、

×
×

の
、
ま
さ
に
“
一
丁
目
一
番
地
”
な

の
で
あ
り
ま
す
！
」
と
来
れ
ば
と
て
も
耳

触
り
の
良
い
決
め
台
詞
と
な
る
こ
と
間
違

い
な
し
で
あ
る
。
聞
い
た
方
は
印
象
と
し

て
は
何
と
な
く
分
か
っ
た
よ
う
な
気
持
ち

に
な
る
が
、
実
は
良
く
分
か
ら
な
い
。
果

た
し
て
本
当
に
必
要
な
事
を
行
う
の
か
？

実
現
す
る
為
の
戦
略･

戦
術
は
あ
る
の

か
？ 

着
手
の
算
段
を
付
け
て
い
る
の

か
？
… 

、
期
待
は
し
た
い
が
そ
の
後
の

「
一
丁
目
二
番
地
あ
る
い
は
二
丁
目
一
番

地
は
あ
る
の
か
？
」
と
心
配
に
な
る
。 

一
方
、
実
際
の｢

一
丁
目
一
番
地｣

は
全

国
各
地
に
数
多
あ
る
、
同
様
に
国
政
の
世 
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窪
田
朗
、
小
見
山
雅
、
原
田
勝
夫
、
平
形

武
夫
、
荒
木
裕
高
、
森
崎
賢
治
、
高
鹿
治

雄
、
桜
庭
憲
昭
、
田
中
宏
治
、
濱
口
浩
二
、

栩
木
実
、
小
林
勉
、
渡
邊
直
、
加
藤
健
治
、 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

ご
寄
付
の
お
礼 

正
会
員 

遠
藤 

武
氏
（
９
３
歳
）
よ
り
湘
南

支
部
に
、
ご
寄
付
金
を
受
け
賜
り
ま
し
た
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
温
か
い
ご
支
援

に
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
湘
南
支
部
長
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

叙
勲
受
章
者
（
敬
称
略
） 

 
 

瑞
宝
中
綬
章 

岡
崎 

匠
（
茅
ヶ
崎
市
） 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

新
入
会
員
の
お
知
ら
せ
（
敬
称
略
） 

 

正
会
員 

 

・
菅
原
政
弘 

寒
川
町
岡
田 

 
 
 

元
航
空
自
衛
隊 

府
中
基
地 

 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す 

 

故 

小
野 

宏 

氏
（
藤
沢
市
） 

 
 
 
 
 

令
和
４
年
４
月
７
日 

ご
逝
去 

ず
」
な
の
で
あ
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

緩
す
ぎ
は
ダ
メ 

支
部
理
事
役 

皷 

達
也 

す
ぐ
パ
ワ
ハ
ラ
、
き
つ
い
仕
事
は
し
た
く
な

い
！
！
今
の
若
者
は
と
思
わ
れ
て
い
る
方
が
多

い
の
で
は
な
い
か
。 

２
０
１
５
年
に
は
若
者
雇
用
促
進
法
が
施

行
、
会
社
の
平
均
残
業
時
間
な
ど
を
公
表
す
る
義

務
が
記
さ
れ
、
２
０
１
９
年
に
は
働
き
方
改
革
法

関
連
に
よ
り
労
働
時
間
の
上
限
規
制
が
大
企
業
を

対
象
に
適
用
、
２
０
２
０
年
に
は
パ
ワ
ハ
ラ
防
止

法
も
施
行
さ
れ
た
。
週
労
働
時
間
を
見
て
み
る
と

１
９
９
９
―
２
０
０
４
年
卒
は
４
９
．
６
時
間
、

２
０
１
９
―
２
０
２
１
年
卒
で
は
４
４
．
４
時
間
、

残
業
時
間
で
は
約
４
５
時
間
で
あ
っ
た
も
の
が
最

近
で
は
２
０
時
間
ま
で
減
少
し
て
い
る
（
リ
ク
ル

ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
「
大
手
企
業
侵
入
社
会
人

の
就
労
状
況
定
量
調
査
」
２
０
２
１
） 

し
か
し
、
ホ
ワ
イ
ト
な
企
業
を
不
安
視
し
去
る

若
者
が
多
い
こ
と
を
テ
レ
ビ
で
知
り
驚
い
た
。
せ

っ
か
く
法
改
正
に
よ
り
パ
ワ
ハ
ラ
や
残
業
す
る
可

能
性
が
減
り
緩
く
な
っ
た
の
に
な
ぜ
去
る
の
か
？ 

理
由
の
一
つ
に
、
「
別
の
会
社
や
部
署
で
通

用
し
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
」

と
回
答
が
多
い
。
定
時
で
帰
宅
し
、
叱
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
人
間
関
係
の
良
い
職
場
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
て
不

安
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
社
員

か
ら
見
れ
ば
な
ん
と
贅
沢
な
こ
と
か
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
視
点
を
変
え
る
と
、
個
人

と
し
て
向
上
心
が
強
く
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
し

っ
か
り
持
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
Ｚ
世
代
で
あ
る
（
※
ア

メ
リ
カ
の
世
代
分
類
を
指
す
言
語
。
バ
ブ
ル
世

代
と
比
べ
て
現
実
的
な
面
を
重
視
す
る
傾
向
が

強
く
、
自
分
の
価
値
観
を
重
視
す
る
傾
向
が
強

い
と
さ
れ
る
）
。
知
人
で
も
医
療
・
農
業
・
飲
食 

編
集
後
記 

ロ
シ
ア
の
富
豪
７
人
が
、
謎
の
死
を
遂
げ

て
い
ま
す
。
反
戦
派
の
富
豪
に
対
す
る
見
せ

し
め
な
の
か
、
富
豪
の
資
産
没
収
な
の
か
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

 

・06/11（土） 

 第３回支部理事役会 

・06/18（土）予備 6/19 

 名称旧跡探勝 

・06/22（水） 

 ６月隊友紙発送 

・07/21（木） 

 ７月隊友紙発送 

・08/06（土） 

 第４回支部理事役会 

・08/17（水） 

 ８月隊友紙発送 

 

店
な
ど
で
起
業
し
て
い
る
人
が
お
り
、
こ
れ
か

ら
起
業
す
る
人
も
お
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
外
国
に

て
何
年
も
活
動
し
て
い
る
人
も
い
る
。
皆
、
２

０
～
３
０
歳
台
で
、
子
育
て
中
の
人
も
い
る
。

個
人
的
に
は
女
性
の
方
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
印
象

が
あ
る
（
統
計
な
ど
根
拠
は
な
い
）。
即
応
予
備

自
衛
官
も
同
様
で
本
業
の
職
種
は
様
々
で
あ
り

広
い
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。
複
数
の
仕
事
に

従
事
し
て
い
る
者
は
単
純
に
金
銭
だ
け
で
は
な

く
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
向
上
を
目
的
と
す
る
場
合

が
多
く
、
非
正
規
社
員
で
あ
っ
て
も
い
き
い
き

と
し
て
い
る
。
最
近
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
社
会
貢

献
に
重
き
を
お
く
者
が
お
り
会
社
の
事
業
の
社

会
的
意
義
を
意
識
し
て
お
り
給
与
だ
け
で
就
職

先
を
決
定
し
て
い
な
い
者
も
一
定
数
い
る
。 

 
企
業
側
は
会
社
に
貢
献
し
て
も
ら
い
つ
つ
も

社
員
個
人
の
魅
力
に
繋
げ
な
い
と
退
職
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
管
理
者
は
業
績
だ
け
で
な
く
社
員

個
人
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
や
価
値
観
を
把
握
し

て
そ
れ
が
企
業
に
ど
う
貢
献
で
き
る
の
か
つ
な

げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
若
い
世
代
は
、
会

社
が
育
て
て
く
れ
る
と
い
う
終
身
雇
用
の
時
代

の
考
え
で
は
な
く
、
自
分
が
会
社
や
職
場
を
使

っ
て
育
つ
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
お
り
、
職
場

環
境
を
緩
く
し
た
だ
け
で
は
魅
力
を
感
じ
な

い
。 自

衛
隊
の
任
期
制
隊
員
で
あ
っ
て
も
キ
ャ
リ

ア
形
成
や
社
会
的
意
義
が
明
確
に
伝
わ
り
魅
力

に
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
若
者
は
集
ま

る
は
ず
（
私
も
自
衛
官
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
今

で
も
活
用
し
て
い
る
）。
多
少
き
つ
い
仕
事
や
労

働
条
件
が
悪
く
と
も
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
向
上

な
ど
の
魅
力
が
あ
れ
ば
人
は
集
ま
る
。
単
純
な

緩
す
ぎ
で
は
ダ
メ
な
の
で
あ
る
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

隊
友
紙
手
配
り
協
力
員
の
募
集 

支
部
理
事
役 

佐
藤 

友
昭 

隊
友
会
湘
南
支
部
は
隊
友
紙
手
配
り
協
力

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

手
配
り
協
力
員
と
は
、
あ
る
区
域
内
に
居

住
さ
れ
る
会
員
宛
て
の
隊
友
紙
を
ま
と
め
て

そ
の
区
域
の
代
表
者
に
お
届
け
し
、
代
表
者

か
ら
区
域
内
の
会
員
に
隊
友
紙
を
届
け
て
い

た
だ
く
。
こ
の
代
表
者
を
手
配
り
協
力
員
と

称
し
、
現
在
１
８
名
の
手
配
り
協
力
員
に
よ

り
３
５
名
の
会
員
へ
隊
友
紙
を
お
届
け
し
て

い
ま
す
。 

 

応
募
者
の
ご
住
所
の
周
辺
に
居
住
さ
れ
る

会
員
が
お
り
ま
し
た
ら
ご
案
内
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
湘
南
支
部
運
営
費
を

圧
縮
す
る
た
め
の
方
策
で
あ
る
た
め
無
報
酬

で
の
作
業
依
頼
と
な
り
ま
す
。
あ
な
た
の
ご

近
所
に
会
員
が
居
住
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
手
配
り
協
力
可
能
な
方
は
お
気
軽

に
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

担
当
：
佐
藤 

メ
ー
ル
：to

m
o
ak

i1
9

5
5
1
2
2
@

o
u

tlo
o

k
.jp 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
４
年
度
年
会
費
納
入
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
五
月
十
五
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

特
別
法
人
会
員 

 

㈱
櫻
井
興
業
、
テ
ク
ノ
ブ
リ
ッ
ジ
㈱
、 

特
別
会
員 

 

野
村
昌
平
、
金
子
勇
二
、
府
川
太
郎
、

河
野
太
郎
、
和
栗
清
、
尾
上
洋
一
、
加

藤
大
嗣
、
国
松
誠
、
大
野
直
人
、
穴
山

千
津
子
、
牧
石
健
志
、
小
池
淑
子
、
藤

井
孝
剛
、
塩
坂
源
一
郎
、
田
邊
明
生
、

井
岡
成
吉
、
左
奈
田
幸
一
、
木
村
俊
雄
、 

正
会
員 

 

伊
藤
靖
史
、
岡
崎
光
博
、
石
川
潤
一
、 

mailto:tomoaki1955122@outlook.jp

